
(57)【要約】

【課題】衣類に用いられるストラップの選択範囲を広げ

るとともに健康増進を図る。

【解決手段】ストラップ１ａ，１ｂを装飾が施されたス

トラップ連結具２を用いて連結してブラジャー９に取り

付け自在な連結ストラップ１を構成する。ストラップ連

結具２には帯状のストラップのみならず、チェーン等の

紐状のストラップも接続可能とされる。これにより、ス

トラップ１ａ，１ｂの選択範囲を広げることができ、連

結ストラップ１のファッション性を高めることができる

。また、ストラップ連結具２の本体部に遠赤外線放射性

材料または磁石を設けることにより、肩こり等を抑制し

て健康増進を図ることができる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
衣 服 に 接 続 さ れ て 肩 に 掛 け ら れ る ス ト ラ ッ プ に 用 い ら れ る ス ト ラ ッ プ 連 結 具 で あ っ て 、
衣 服 の 前 側 に 一 端 が 接 続 さ れ た 第 １ ス ト ラ ッ プ の 他 端 に 接 続 さ れ る 第 １ 接 続 部 と 、
前 記 衣 服 の 後 側 に 一 端 が 接 続 さ れ た 第 ２ ス ト ラ ッ プ の 他 端 に 接 続 さ れ る 第 ２ 接 続 部 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ス ト ラ ッ プ 連 結 具 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の ス ト ラ ッ プ 連 結 具 で あ っ て 、
前 記 第 １ 接 続 部 ま た は 前 記 第 ２ 接 続 部 が 、
帯 状 の ス ト ラ ッ プ を 接 続 す る た め の 第 １ 係 合 部 と 、
紐 状 の ス ト ラ ッ プ を 接 続 す る た め の 第 ２ 係 合 部 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ス ト ラ ッ プ 連 結 具 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の ス ト ラ ッ プ 連 結 具 で あ っ て 、
前 記 第 １ 係 合 部 が 所 定 の 幅 で 略 コ の 字 状 と さ れ た 凹 部 で あ り 、 前 記 第 ２ 係 合 部 が 前 記 凹 部
に 形 成 さ れ た 切 欠 部 で あ る こ と を 特 徴 と す る ス ト ラ ッ プ 連 結 具 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か に 記 載 の ス ト ラ ッ プ 連 結 具 で あ っ て 、
前 記 第 １ 接 続 部 お よ び 前 記 第 ２ 接 続 部 が 固 定 さ れ る 本 体 部 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す
る ス ト ラ ッ プ 連 結 具 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の ス ト ラ ッ プ 連 結 具 で あ っ て 、
前 記 本 体 部 が 、 遠 赤 外 線 放 射 性 材 料 ま た は 磁 石 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ス ト ラ ッ プ 連 結
具 。
【 請 求 項 ６ 】
衣 服 に 接 続 さ れ る ス ト ラ ッ プ で あ っ て 、
衣 服 に 接 続 さ れ る 第 １ 接 続 部 と 、
前 記 衣 服 に 一 端 が 接 続 さ れ た 他 の ス ト ラ ッ プ の 他 端 に 、 肩 の 位 置 に て 直 接 ま た は 間 接 的 に
接 続 さ れ る 第 ２ 接 続 部 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ス ト ラ ッ プ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 衣 服 に 接 続 さ れ る ス ト ラ ッ プ お よ び ス ト ラ ッ プ 連 結 具 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 、 若 い 女 性 の 間 で 肩 を 露 出 す る ス タ イ ル が 流 行 し て い る 。 こ の と き 、 ブ ラ ジ ャ ー 等 の
衣 類 か ら 肩 に 掛 け ら れ る ス ト ラ ッ プ が 露 出 す る た め 、 ス ト ラ ッ プ に フ ァ ッ シ ョ ン 性 を 持 た
せ た も の が 着 用 さ れ る 。 ま た 、 衣 類 と ス ト ラ ッ プ と を 着 脱 可 能 と し 、 様 々 な ス ト ラ ッ プ を
衣 類 に 組 み 合 わ せ て 着 用 す る と い う ス ト ラ ッ プ も 販 売 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
一 方 で 、 肩 に 掛 け ら れ る ス ト ラ ッ プ と 健 康 増 進 の た め の 商 品 と を 組 み 合 わ せ た 技 術 も 提 案
さ れ て い る 。 例 え ば 、 特 許 文 献 １ で は ス ト ラ ッ プ に 磁 石 を テ ー ピ ー ス ナ ッ パ ー で 取 り 付 け
る 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。 ま た 、 特 許 文 献 ２ で は ス ト ラ ッ プ の 内 側 に 磁 石 を 取 り 付 け る 技
術 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ １ ０ ０ ２ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 １ １ － ６ １ ５ ０ ９ 号 公 報
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【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ で 、 上 記 特 許 文 献 １ ， ２ に 開 示 さ れ た 技 術 で は 、 ス ト ラ ッ プ に 磁 石 取 付 用 の 部 材 が
取 り 付 け ら れ る た め 、 ス ト ラ ッ プ を 露 出 さ せ る 場 合 に は 外 見 上 の 問 題 か ら こ れ ら の 磁 石 取
り 付 け 手 法 を 採 用 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 、 上 記 課 題 に 鑑 み な さ れ た も の で あ り 、 ス ト ラ ッ プ の 外 観 を 損 な う こ と な く ス ト
ラ ッ プ と 磁 石 等 の 健 康 増 進 の た め の 技 術 と を 組 み 合 わ せ る こ と を 目 的 の １ つ と し て い る 。
さ ら に 、 ス ト ラ ッ プ と 磁 石 等 を 組 み 合 わ せ る 基 本 構 造 に 着 目 し て 付 け 替 え 可 能 な ス ト ラ ッ
プ の 選 択 範 囲 を 広 げ る こ と も 目 的 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 衣 服 に 接 続 さ れ て 肩 に 掛 け ら れ る ス ト ラ ッ プ に 用 い ら れ る ス ト
ラ ッ プ 連 結 具 で あ っ て 、 衣 服 の 前 側 に 一 端 が 接 続 さ れ た 第 １ ス ト ラ ッ プ の 他 端 に 接 続 さ れ
る 第 １ 接 続 部 と 、 前 記 衣 服 の 後 側 に 一 端 が 接 続 さ れ た 第 ２ ス ト ラ ッ プ の 他 端 に 接 続 さ れ る
第 ２ 接 続 部 と を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の ス ト ラ ッ プ 連 結 具 で あ っ て 、 前 記 第 １ 接 続 部
ま た は 前 記 第 ２ 接 続 部 が 、 帯 状 の ス ト ラ ッ プ を 接 続 す る た め の 第 １ 係 合 部 と 、 紐 状 の ス ト
ラ ッ プ を 接 続 す る た め の 第 ２ 係 合 部 と を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の ス ト ラ ッ プ 連 結 具 で あ っ て 、 前 記 第 １ 係 合 部
が 所 定 の 幅 で 略 コ の 字 状 と さ れ た 凹 部 で あ り 、 前 記 第 ２ 係 合 部 が 前 記 凹 部 に 形 成 さ れ た 切
欠 部 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か に 記 載 の ス ト ラ ッ プ 連 結 具 で あ っ
て 、 前 記 第 １ 接 続 部 お よ び 前 記 第 ２ 接 続 部 が 固 定 さ れ る 本 体 部 を さ ら に 備 え る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ４ に 記 載 の ス ト ラ ッ プ 連 結 具 で あ っ て 、 前 記 本 体 部 が 、
遠 赤 外 線 放 射 性 材 料 ま た は 磁 石 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 衣 服 に 接 続 さ れ る ス ト ラ ッ プ で あ っ て 、 衣 服 に 接 続 さ れ る 第 １
接 続 部 と 、 前 記 衣 服 に 一 端 が 接 続 さ れ た 他 の ス ト ラ ッ プ の 他 端 に 、 肩 の 位 置 に て 直 接 ま た
は 間 接 的 に 接 続 さ れ る 第 ２ 接 続 部 と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ は 本 発 明 の 一 の 実 施 の 形 態 に 係 る ス ト ラ ッ プ １ ａ ， １ ｂ お よ び ス ト ラ ッ プ 連 結 具 ２ を
示 す 斜 視 図 で あ る 。 ス ト ラ ッ プ １ ａ ， １ ｂ お よ び ス ト ラ ッ プ 連 結 具 ２ に よ り 、 ブ ラ ジ ャ ー
９ に 着 脱 自 在 に 接 続 さ れ る と と も に 肩 に 掛 け ら れ る １ 本 の ス ト ラ ッ プ １ （ い わ ゆ る 「 肩 紐
」 で あ り 、 以 下 、 ス ト ラ ッ プ １ ａ ， １ ｂ と 区 別 す る た め に 「 連 結 ス ト ラ ッ プ １ 」 と い う 。
） が 構 成 さ れ る 。 図 １ で は 一 方 の 連 結 ス ト ラ ッ プ １ の み を 図 示 し 、 他 方 の 連 結 ス ト ラ ッ プ
の 図 示 を 省 略 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 ２ は ス ト ラ ッ プ １ ａ を 示 す 平 面 図 で あ る 。 ス ト ラ ッ プ １ ａ は リ ボ ン １ ０ の 一 端 に フ ッ ク
１ １ が 設 け ら た 構 造 を 有 し 、 フ ッ ク １ １ に は ス ト ラ ッ プ １ ａ に 対 し て 垂 直 な 方 向 に 伸 び る
と と も に 先 端 が ス ト ラ ッ プ １ ａ 側 に 湾 曲 し た 係 合 部 １ １ １ が 設 け ら れ る 。 ス ト ラ ッ プ １ ａ
が ブ ラ ジ ャ ー ９ に 取 り 付 け ら れ る 際 に は 、 図 １ に 示 す よ う に ブ ラ ジ ャ ー ９ の カ ッ プ ９ １ の
上 端 に 形 成 さ れ た ル ー プ 部 （ 留 め 輪 ） ９ １ １ に フ ッ ク １ １ の 係 合 部 １ １ １ が 挿 入 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ３ は ス ト ラ ッ プ １ ａ の 側 面 図 で あ る 。 ス ト ラ ッ プ １ ａ の フ ッ ク １ １ と は 反 対 側 の 端 部 は
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、 リ ボ ン １ ０ を 折 り 返 し て 形 成 さ れ る ル ー プ 部 １ ２ と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ス ト ラ ッ プ １ ｂ は 、 ス ト ラ ッ プ １ ａ と 同 様 の 構 造 と な っ て お り 、 図 １ に 示 す よ う に ス ト ラ
ッ プ １ ｂ の フ ッ ク １ １ は ブ ラ ジ ャ ー ９ の バ ン ド 部 ９ ２ の 先 端 に 設 け ら れ た ル ー プ 部 ９ ２ １
に 挿 入 さ れ て 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ４ お よ び 図 ５ は 、 ス ト ラ ッ プ 連 結 具 ２ の 正 面 図 お よ び 底 面 図 で あ る 。 ス ト ラ ッ プ 連 結 具
２ に は 装 飾 が 施 さ れ て お り 、 ３ つ の 本 体 部 材 ２ １ ａ ， ２ １ ｂ ， ２ １ ｃ が 金 属 の リ ン グ ２ ２
ａ ， ２ ２ ｂ に て 互 い に 変 位 自 在 に 連 結 さ れ た 構 造 を 有 す る 。 図 ５ に 示 す よ う に 、 両 端 の 本
体 部 材 ２ １ ａ ， ２ １ ｃ の 底 面 に は 、 後 述 す る よ う に ス ト ラ ッ プ １ ａ ， １ ｂ が 接 続 さ れ る フ
ッ ク ２ ３ が 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
各 フ ッ ク ２ ３ は 、 本 体 部 材 ２ １ ａ ～ ２ １ ｃ が 連 結 さ れ る 方 向 （ 取 り 付 け ら れ る ス ト ラ ッ プ
１ ａ ， １ ｂ の 方 向 ） に 垂 直 な 方 向 に 伸 び る と と も に 先 端 が 内 側 に 湾 曲 し た （ 換 言 す れ ば 、
略 コ の 字 状 の 凹 部 と さ れ た ） 係 合 部 ２ ４ を 有 す る 。 係 合 部 ２ ４ の 内 側 の 幅 （ 略 コ の 字 状 の
凹 部 の 幅 ） は ス ト ラ ッ プ １ ａ ， １ ｂ の 幅 に ほ ぼ 等 し く な っ て お り 、 凹 部 の 中 央 に は 幅 の 狭
い 凹 形 状 の 切 欠 部 ２ ５ が さ ら に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ６ は ス ト ラ ッ プ 連 結 具 ２ に ス ト ラ ッ プ １ ａ ， １ ｂ が 取 り 付 け ら れ た 様 子 を 示 す 底 面 図 で
あ る 。 図 ６ に 示 す よ う に ス ト ラ ッ プ １ ａ ， １ ｂ の ル ー プ 部 １ ２ に フ ッ ク ２ ３ の 係 合 部 ２ ４
が 挿 入 さ れ る こ と に よ り 、 係 合 部 ２ ４ の 凹 部 の お よ そ 全 体 と ル ー プ 部 １ ２ と が 係 合 し 、 ス
ト ラ ッ プ １ ａ ， １ ｂ が ス ト ラ ッ プ 連 結 具 ２ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
以 上 の よ う に 、 ス ト ラ ッ プ １ ａ は ブ ラ ジ ャ ー ９ の 前 側 に 一 端 の フ ッ ク １ １ が 接 続 さ れ 、 他
端 の ル ー プ 部 １ ２ が ス ト ラ ッ プ 連 結 具 ２ の 一 方 の フ ッ ク ２ ３ に 接 続 さ れ る 。 ス ト ラ ッ プ １
ｂ は ブ ラ ジ ャ ー ９ の 後 側 に 一 端 の フ ッ ク １ １ が 接 続 さ れ 、 他 端 の ル ー プ 部 １ ２ が ス ト ラ ッ
プ 連 結 具 ２ の 他 方 の フ ッ ク ２ ３ に 接 続 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ２ つ の ス
ト ラ ッ プ １ ａ ， １ ｂ お よ び ス ト ラ ッ プ 連 結 具 ２ に よ り ブ ラ ジ ャ ー ９ に 対 し て 交 換 可 能 な １
つ の 連 結 ス ト ラ ッ プ １ が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ７ は 連 結 ス ト ラ ッ プ １ の 他 の 例 を 示 す 底 面 図 で あ る 。 図 ７ の 連 結 ス ト ラ ッ プ １ で は 、 チ
ェ ー ン 状 の 細 い ス ト ラ ッ プ １ ａ ， １ ｂ が 用 い ら れ る 。 ス ト ラ ッ プ １ ａ ， １ ｂ の ス ト ラ ッ プ
連 結 具 ２ 側 の 端 部 に は 、 細 い 金 属 を 湾 曲 さ せ た フ ッ ク １ ２ ａ が 設 け ら れ て お り 、 フ ッ ク １
２ ａ は ス ト ラ ッ プ 連 結 具 ２ の 係 合 部 ２ ４ の 切 欠 部 ２ ５ に 掛 け ら れ る 。 こ れ に よ り 、 ス ト ラ
ッ プ １ ａ ， １ ｂ は 、 ず れ る こ と な く ス ト ラ ッ プ 連 結 具 ２ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ス ト ラ ッ プ １ ａ ， １ ｂ の フ ッ ク １ ２ ａ と は 反 対 側 の 端 部 は 図 示 を 省 略 し て い る が 、 そ れ ぞ
れ ブ ラ ジ ャ ー ９ の 前 側 の ル ー プ 部 ９ １ １ （ 図 １ 参 照 ） お よ び 後 側 の ル ー プ 部 ９ ２ １ に 挿 入
さ れ て 結 び つ け ら れ て 、 あ る い は 、 留 め 具 を 用 い て 接 続 さ れ る 。 こ の よ う に 、 ス ト ラ ッ プ
連 結 具 ２ で は 、 帯 状 の ス ト ラ ッ プ を 接 続 す る た め の 幅 の 広 い 係 合 部 ２ ４ と チ ェ ー ン 等 の 相
対 的 に 細 い 紐 状 の ス ト ラ ッ プ を 接 続 す る た め の 幅 の 狭 い 係 合 部 （ す な わ ち 、 切 欠 部 ２ ５ ）
と を 設 け る こ と に よ り 、 様 々 な タ イ プ の ス ト ラ ッ プ １ ａ ， １ ｂ を 安 定 し て 取 り 付 け る こ と
が 可 能 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
一 方 、 ス ト ラ ッ プ 連 結 具 ２ の 本 体 部 材 ２ １ ａ ～ ２ １ ｃ （ 以 下 、 「 本 体 部 ２ １ 」 と 総 称 す る
。 ） は 金 属 や 鉱 石 等 の 遠 赤 外 線 放 射 性 材 料 ま た は 磁 石 を 有 す る （ 内 部 に 埋 め 込 ま れ た り 、
メ ッ キ 等 に よ り 表 面 に 有 す る 場 合 の み な ら ず 、 こ れ ら の 材 料 に よ り 本 体 部 材 が 形 成 さ れ る
こ と を 含 む 。 ） 。 図 １ 、 並 び に 、 図 ６ ま た は 図 ７ に 示 す よ う に 、 連 結 ス ト ラ ッ プ １ が 使 用
さ れ る 際 に は 本 体 部 ２ １ は 直 接 肩 に 触 れ る 、 あ る い は 、 肩 に 非 常 に 近 接 し て 位 置 す る 。 し
た が っ て 、 本 体 部 ２ １ が 遠 赤 外 線 放 射 性 材 料 を 有 す る 場 合 に は 肩 に 遠 赤 外 線 が 照 射 さ れ 、
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本 体 部 ２ １ が 磁 石 を 有 す る 場 合 に は 肩 に 磁 力 が 作 用 す る こ と と な る 。 そ の 結 果 、 ス ト ラ ッ
プ 連 結 具 ２ に よ り 肩 こ り 等 の 障 害 を 抑 制 す る 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
以 上 の よ う に 、 連 結 ス ト ラ ッ プ １ で は ２ つ の ス ト ラ ッ プ １ ａ ， １ ｂ が ス ト ラ ッ プ 連 結 具 ２
を 用 い て 着 脱 自 在 に 連 結 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 前 側 の ス ト ラ ッ プ １ ａ と 後 側 の ス ト ラ ッ プ
１ ｂ と を 自 由 に 選 択 し て 交 換 す る こ と が で き 、 連 結 ス ト ラ ッ プ １ の 選 択 範 囲 の 広 げ 、 フ ァ
ッ シ ョ ン 性 を 高 め る こ と が 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 ス ト ラ ッ プ 連 結 具 ２ の 係 合 部 ２ ４ に 切 欠 部 ２ ５ を 設 け る こ と に よ り 、 帯 状 の ス ト ラ
ッ プ お よ び 紐 状 の ス ト ラ ッ プ を 安 定 し て 取 り 付 け る こ と が で き 、 ス ト ラ ッ プ の 選 択 範 囲 を
一 層 広 げ る こ と が で き る 。 さ ら に 、 本 体 部 ２ １ に 遠 赤 外 線 放 射 性 材 料 ま た は 磁 石 を 設 け る
こ と に よ り 健 康 増 進 と い う 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
加 え て 、 本 体 部 ２ １ に 装 飾 を 施 し た り フ ァ ッ シ ョ ン 性 を 考 慮 し た デ ザ イ ン と す る こ と に よ
り 、 選 択 範 囲 の 広 い ス ト ラ ッ プ １ ａ ， １ ｂ と と も に フ ァ ッ シ ョ ン 性 に 優 れ た 連 結 ス ト ラ ッ
プ １ を 構 成 す る こ と も 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
以 上 、 本 発 明 の 一 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 し て き た が 本 発 明 は 上 記 実 施 の 形 態 に 限 定 さ
れ る も の で は な く 、 様 々 な 変 形 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
例 え ば 、 ス ト ラ ッ プ １ ａ ， １ ｂ が 接 続 さ れ る 衣 類 は ブ ラ ジ ャ ー に は 限 定 さ れ ず 、 肩 に 掛 け
ら れ る ス ト ラ ッ プ が 用 い ら れ る 他 の 肌 着 や ブ ラ ウ ス 等 の 衣 類 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
上 記 実 施 の 形 態 に お け る 本 体 部 ２ １ は 一 例 を 示 し た に す ぎ ず 、 本 体 部 ２ １ は １ つ の 部 材 で
あ っ て も よ い 。 ま た 、 ス ト ラ ッ プ １ ａ ， １ ｂ の 選 択 が 可 能 で あ る と い う 観 点 の み に 注 目 し
た 場 合 、 本 体 部 ２ １ が 省 略 さ れ て ２ つ の フ ッ ク ２ ３ の み を 有 す る ス ト ラ ッ プ 連 結 具 ２ と さ
れ て も よ い 。 さ ら に 、 ス ト ラ ッ プ １ ａ ， １ ｂ が ス ト ラ ッ プ 連 結 具 ２ を 介 し て 間 接 的 に 接 続
さ れ る の で は な く 、 直 接 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
上 記 実 施 の 形 態 に お け る フ ッ ク ２ ３ は 、 好 ま し い 形 状 を 例 示 し た も の で あ り 、 帯 状 お よ び
紐 状 の ス ト ラ ッ プ １ ａ ， １ ｂ を 接 続 す る こ と が 可 能 で あ る な ら ば 他 の 形 状 や 構 造 で あ っ て
も よ い 。 例 え ば 、 本 体 部 ２ １ に チ ェ ー ン 専 用 の フ ッ ク と 帯 状 の ス ト ラ ッ プ を 接 続 す る た め
の ボ タ ン 状 の 接 続 部 材 （ 衣 類 の ボ タ ン や ス ナ ッ プ 等 ） が 設 け ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
請 求 項 １ な い し ６ の 発 明 に よ れ ば 、 衣 類 の 前 側 に 接 続 さ れ る ス ト ラ ッ プ と 後 側 に 接 続 さ れ
る ス ト ラ ッ プ と を 自 在 に 交 換 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 請 求 項 ２ お よ び ３ の 発 明 で は 、 交 換 さ れ る ス ト ラ ッ プ の 選 択 範 囲 を さ ら に 広 げ る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま た 、 請 求 項 ５ の 発 明 で は 、 健 康 増 進 を 図 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 連 結 ス ト ラ ッ プ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ス ト ラ ッ プ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ス ト ラ ッ プ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ス ト ラ ッ プ 連 結 具 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 ス ト ラ ッ プ 連 結 具 の 底 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 ス ト ラ ッ プ 連 結 具 に ２ つ の ス ト ラ ッ プ が 取 り 付 け ら れ た 様 子 を 示 す 底 面 図 で あ る
。
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【 図 ７ 】 ス ト ラ ッ プ 連 結 具 に ２ つ の ス ト ラ ッ プ が 取 り 付 け ら れ た 他 の 例 を 示 す 底 面 図 で あ
る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 連 結 ス ト ラ ッ プ
１ ａ ， １ ｂ 　 ス ト ラ ッ プ
２ 　 ス ト ラ ッ プ 連 結 具
９ 　 ブ ラ ジ ャ ー
２ １ ａ ～ ２ １ ｃ 　 本 体 部 材
２ ３ 　 フ ッ ク
２ ４ 　 係 合 部
２ ５ 　 切 欠 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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